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３４.１ イントロダクション 
PIC32MXコントローラーエリアネットワーク（CAN）モジュールは産業用な、そして自動車アプリケーションに主に使われるCAN 

2.0Bプロトコルを実装します。この非同期のシリアルデータコミュニケーションプロトコルは電気的ノイズが多い環境で信頼でき

るコミュニケーションを提供します。 PIC32MXデバイスファミリーは最高２つのCANモジュールを統合します。 図３４-１が典型

的なCANバストポロジを例示します。 

図３４-１：典型的なCANバスネットワーク 

 
 CANモジュールは次の重要な特徴をサポートします： 

•標準準拠： 

-  フルCAN 2.0B準拠 

-  プログラマブルビットレート最高１Mbps 

• メッセージ受信と送信： 

-  ３２メッセージＦＩＦＯ 

- それぞれのＦＩＦＯが１０２４のメッセージのトータルで最高３２のメッセージを持つことができます 

- ＦＩＦＯは送信メッセージＦＩＦＯあるいは受信メッセージＦＩＦＯが可能です 

- メッセージＦＩＦＯののためのユーザー定義プライオリティレベルは送信のために使われます 

- メッセージフィルタリングのための３２のアクセプタンスフィルター 

- メッセージフィルタリングのための４つのアクセプタンスフィルターマスクレジスタ 

- リモート送信リクエストのための自動応答 

- DeviceNet™アドレッシングサポート 



•追加の特徴： 

- ループバック、リスンオールメッセージとセルフテストのためのリスンオンリーモード、システム診断とバスモニタリング 

- ローパワーのオペレーティングモード 

- CANモジュールはPIC32MXシステムバス上でバスマスターです 

- DMAの使用は必要とされません 

- 専用のタイムスタンプタイマー 

- データオンリーメッセージ受信モード 

図３４-２がCANモジュールの一般的な構造を例示します。 

 
CANモジュールはプロトコルエンジン、メッセージアクセプタンスフィルターとメッセージアセンブリバッファで構成されます。プロトコ

ルエンジンは（CANバス2.0Bプロトコルに従って）CANバスからのメッセージを送受信します。受信メッセージは受信メッセージ

アセンブリバッファで受信されます。 受信メッセージはそれからメッセージアクセプタンスフィルターによってフィルターされます。そ

れがプロトコルエンジンによって処理されるとき、送信メッセージアセンブリバッファは送信されるメッセージとして保持します。 

CANメッセージバッファはシステムRAM上に存在します。 CANモジュールにCANメッセージバッファはありません。 そのために、

すべてのメッセージはシステムRAMにストアされます。 CANモジュールはPIC32MXシステムバス上でバスマスターであって、そ

して要求されるように、システムRAMにデータをリードとライトをするでしょう。 CANモジュールはそのオペレーションのために

DMAを使いません。 CANモジュールはDMAあるいはＣＰＵ介入無しでシステムRAMからのメッセージをフェッチするでしょう。 



３４.３ CANレジスタ 
CANモジュールレジスタは次のグループ中にそれらの機能によって分類されることができます： 

• モジュールとCANビットレートコンフィギュレーションレジスタ 

• 割り込みとステータスレジスタ 

• マスクとフィルターコンフィギュレーションレジスタ 

• ＦＩＦＯコントロールレジスタ 

 

３４.３.１ モジュールとCANビットレートコンフィギュレーションレジスタ 
• CiCON: CANコントロールレジスタ 

このレジスタはCANモジュールオペレーショナルモードとDeviceNetアドレッシングをセットアップするために使われます。 

• CiCFG: CANのボーレートコンフィギュレーションレジスタ 

このレジスタは、ボーレートプレスケーラーを使って、それぞれのタイムカンタムのピリオドを達成するためにコントロールビットを含

んでいて、そしてタイムカンタム（時間量）の項目で同期化ジャンプ幅（SJW）を指定します。 それは同じくそれぞれのCANビッ

トセグメントでのタイムカンタム（時間量）数をプログラムするために使われます、伝搬とフェーズセグメント１と２含んでいる。 

 

３４.３.２ 割り込みとステータスレジスタ 
• CiINT: CAN割込みレジスタ 

このレジスタは種々のCANモジュール割り込みソースがイネーブルで、そしてディスエーブルであることを可能にします。 それは

同じく割り込みステータスフラグを含んでいます。 

• CiVEC: CAN割込みコードレジスタ 

このレジスタはCANモジュール割り込みソースとメッセージフィルターヒットに関するインフォメーションを提供するステータスビット

を提供します。 これらの値は、異なるケースを処理することに対して、ジャンプテーブルを実行するために使われることができ

ます。 

• CiTREC: CAN送信/受信エラーカウントレジスタ 

このレジスタは送信に関するインフォメーションと受信エラーカウンタ値を提供します。 それは同じく種々の警告ステートを示

すビットを持っています。 

• CiFSTAT: CANＦＩＦＯステータスレジスタ 

このレジスタはすべてのＦＩＦＯのために割り込みステータスフラグを含んでいます。 

• CiRXOVF: CAN受信ＦＩＦＯオーバフローステータスレジスタ 

このレジスタはすべてのＦＩＦＯのためにオーバーフロー割り込みステータスフラグを含んでいます。 

• CiTMR: CANタイマレジスタ 

このレジスタはCANメッセージタイムスタンプタイマーとプレスケーラーを含みます。 

３４.３.３ マスクとフィルターコンフィギュレーションレジスタ 
• CiRXMn: CANアクセプタンスフィルターマスク ｎレジスタ（ｎ ＝ ０、１、２あるいは３） 

これらのレジスタはフィルターマスクのコンフィギュレーションを許容します。 ４つのマスクの合計が利用可能です。 

• CiFLTCONn: CAN アクセプタンスフィルターコントロールレジスタ ｎ（ｎ ＝ ０から７まで） 



これらのレジスタはフィルターでＦＩＦＯとマスクのアソシエーションを許します。 フィルターがどんな１つのマスクでともアソシエーシ

ョンされることができます。 それは同じくフィルターイネーブル/ディスエーブルビットを含んでいます。 

• CiRXFn: CANアクセプタンスフィルターｎレジスタ（ｎ ＝ ０から３１まで） 

これらのレジスタは受信メッセージに適用されるフィルターを指定します。 ３２のフィルターの合計が利用可能です。 

ノート：レジスタアイデンテファイアーで示される「ｉ」はCAN1あるいはCAN2を意味します 

 
３４.３.４ ＦＩＦＯコントロールレジスタ 
• CiFIFOBA: CANメッセージバッファベースアドレスレジスター 

このレジスタはCANメッセージバッファエリアのベース（スタート）アドレスを持ちます。 これは物理アドレスです。 

• CiFIFOCONn: CANＦＩＦＯコントロールレジスタ（ｎ ＝ ０から３１まで） 

これらのレジスタはCANメッセージＦＩＦＯのコントロールとコンフィギュレーションを許容します。 

• CiFIFOINTn: CANＦＩＦＯ割り込みレジスタ（ｎ ＝ ０から３１まで） 

これらのレジスタは個別のＦＩＦＯ割り込みソースがイネーブルにされるか、あるいはディスエーブルにされることを許容します。 ・

それらは同じく割り込みステータスビットを含んでいます。 

• CiFIFOUAn: CANＦＩＦＯユーザーアドレスレジスタ（ｎ ＝ ０から３１まで） 

これらのレジスタはそこから次のメッセージが読まれることができる、あるいは次のメッセージが書き込まれるべきであるCANメッ

セージＦＩＦＯでメモリーロケーションのアドレスを提供します。 

• CiFIFOCIn: CANモジュールメッセージインデックスレジスタ（ｎ ＝ ０から３１まで） 

これらのレジスタはCANモジュールが送信するであろう次のメッセージについて、あるいは次の受信メッセージがセーブされるで

あろうところに（メッセージＦＩＦＯで）メッセージバッファインデックスを提供します。表３４-１がすべてのCAN関連レジスタの要約

を提供します。 対応するレジスタが要約とその後に、それぞれのレジスタの詳細な記述の後に現われます。 すべての実装

されていないレジスタと／あるいはビットはレジスタ中でゼロとリードされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ビット３１-２１実装されていない：「０」としてリードします 

ビット２０-１６ FSIZE <４：０>：ＦＩＦＯサイズビット（４） 

１１１１１ ＝ ＦＩＦＯは３２メッセージ深さです 

０００１０ ＝ ＦＩＦＯは３メッセージ深さです 

００００１ ＝ ＦＩＦＯは２メッセージ深さです 

０００００ ＝ ＦＩＦＯは１メッセージ深さです 

ビット１５ 実装されていない：「０」としてリードします 

ビット１４ FRESET：ＦＩＦＯリセットビット 

ビットがセットされるとき、１＝ＦＩＦＯはリセットされるでしょう、ＦＩＦＯがリセットされるときハードウェアによってクリアされます。ユー

ザーは０＝ノーエフェクトのどんなアクションを取る前にクリアされるこのビットをチェック（ポール）するべきです      

 

ノート１：このレジスタは0x4バイトのオフセット値において関連づけられたクリアレジスタ（CiFIFOCONnCLR）を持っています。 

クリアレジスタにおけるどんなビットポジションにでも「１」を書き込むことは関連づけられたレジスタでバリッドビットをクリアするで

しょう。 クリアレジスタからの読み取りは無視されるべきです。 

２： このレジスタは0x8バイトのオフセット値において関連づけられたセットレジスタ（CiFIFOCONnSET）を持っています。 セッ

トレジスタにおけるどんなビットポジションにでも「１」を書き込むことはバリッドビットを関連づけられたレジスタにセットするでしょ

う。 セットレジスタからの読み取りは無視されるべきです。 

３： このレジスタは0xCバイトのオフセット値において関連づけられた反転レジスタ（CiFIFOCONnINV）を持っています。 反

転レジスタにおけるどんなビットポジションにでも「１」を書き込むことは関連づけられたレジスタでバリッドビットを反転するでしょ

う。 反転レジスタからの読み取りは無視されるべきです。 

４： CANモジュールがコンフィギュレーションモード（OPMOD <２：０>（CiCON <２３：２１>） ＝ １００）にあるとき、これらのビ

ットはただ修正されることができるだけです。 



５： メッセージが完了する（あるいはアボートする）とき、あるいはＦＩＦＯがリセットされるとき、このビットはアップデートされます。 

６： このビットはこのレジスタのどんなリードででもあるいはＦＩＦＯがリセットされるときリセットされます。 

 

レジスタ３４-２０：CiFIFOCONn: CANＦＩＦＯコントロールレジスタ（ｎ＝０から３１まで）（１,２,３）（続く） 

ビット１３ UINC：増加ヘッド/テイルビット 

TXEN ＝ １：（ＦＩＦＯは送信ＦＩＦＯとして構成されました） 

このビットがセットされるときＦＩＦＯヘッドは一つのメッセージによってインクリメントされるであろう 

TXEN ＝ ０：（ＦＩＦＯがＦＩＦＯを受信として構成しました） 

このビットがセットされるとき、ＦＩＦＯテイルは一つのメッセージによってインクリメントされるであろう 

ビット１２ DONLY：ストアメッセージデータの唯一のビット（１） 

TXEN ＝ １：（ＦＩＦＯは送信ＦＩＦＯとして構成されました） 

このビットは使われなくて、そして影響を持っていません。 

TXEN ＝ ０：（ＦＩＦＯは受信ＦＩＦＯをとして構成されました） 

１ ＝ データバイトのみがＦＩＦＯにストアされるでしょう 

０ ＝ 全メッセージが、アイデンテファイアーを含めてストアされる 

ビット１１-８ 実装されていない：「０」としてリードします 

ビット７ TXEN：TX / RXバッファセレクションビット 

１ ＝ ＦＩＦＯは送信ＦＩＦＯです 

０ ＝ ＦＩＦＯは受信ＦＩＦＯです 

ビット６ TXABAT：メッセージアボーテッドビット（５） 

1  ＝ メッセージはアボートさせられました 

０ ＝ メッセージは成功裏に完了されます 

ビット５ TXLARB：メッセージロストアービトレーションビット(6) 

１ ＝メッセージは送られる間にアービトレーションを失いました 

０ ＝送られる間に、メッセージがアービトレーションを失いませんでした 

ビット４ TXERR：送信ビット間に検出されたエラー(6) 

1 ＝メッセージが送られていた間に、バスエラーが発生しました 

０ ＝メッセージが送られていた間に、バスエラーが発生しませんでした 

ビット３ TXREQ：メッセージがリクエストを送信した 

TXEN ＝ １：（ＦＩＦＯは送信ＦＩＦＯとして構成されました） 

このビットを「１」にセットすることはメッセージを送ることをリクエストします。 

セット（「１」）がメッセージアボートをリクエストするであろう間に、ビットはＦＩＦＯ上で待ち行列に入れられるすべてのメッセージ

が「０」にビットをクリアして成功裏に送る時に自動的にクリアするでしょう。  

TXEN ＝ ０：（ＦＩＦＯが受信ＦＩＦＯとして構成されました）このビットは影響を持っていません。 

ビット２ RTREN：自動RTRイネーブルビット 

１ ＝ リモート送信が受信される時、TXREQはセットされるでしょう 



０ ＝ リモート送信が受信される時す、TXREQは影響されないでしょう 

ビット１-０ TXPR <１：０>：メッセージ送信プライオリティビット 

１１ ＝ 最高メッセージプライオリティ 

１０ ＝ 高い中間のメッセージプライオリティ 

０１ ＝ 低い中間のメッセージプライオリティ 

００ ＝ 最低メッセージプライオリティ 

 

ノート１：このレジスタは0x4バイトのオフセット値において関連づけられたクリアレジスタ（CiFIFOCONnCLR）を持っています。 

クリアレジスタにおけるどんなビットポジションにでも「１」を書き込むことは関連づけられたレジスタでバリッドビットをクリアするで

しょう。 クリアレジスタからの読み取りは無視されるべきです。 

２： このレジスタは0x8バイトのオフセット値において関連づけられたセットレジスタ（CiFIFOCONnSET）を持っています。 セッ

トレジスタにおけるどんなビットポジションにでも「１」を書き込むことはバリッドビットを関連づけられたレジスタにセットするでしょ

う。 セットレジスタからの読み取りは無視されるべきです。 

３： このレジスタは0xCバイトのオフセット値において関連づけられた反転レジスタ（CiFIFOCONnINV）を持っています。 反

転レジスタにおけるどんなビットポジションにでも「１」を書き込むことは関連づけられたレジスタでバリッドビットを反転するでしょ

う。 反転レジスタからの読み取りは無視されるべきです。 

４： CANモジュールがコンフィギュレーションモード（OPMOD <２：０>（CiCON <２３：２１>） ＝ １００）にあるとき、これらのビ

ットはただ修正されることができるだけです。 

５： メッセージが完了する（あるいはアボートする）とき、あるいはＦＩＦＯがリセットされるとき、このビットはアップデートされます。 

６： このビットはこのレジスタのどんなリードででもあるいはＦＩＦＯがリセットされるときリセットされます。 

３４.１０ ビットタイミング 
ごくわずかのビットレートは毎秒CANバスで送信されるビットの番号です。 名目上のビットタイム ＝ １ ÷名目上ビットレー

ト。発振器ドリフトあるいは伝搬遅延のためにどんな位相フェーズシフトでも補償するビットタイムに４つのタイムセグメントがあ

ります。これらのタイムセグメントはお互いに重なりません、そしてタイムカンタム（TQ）に関して表されます。 １つのTQが発振

器クロックから得られる時間の固定ユニットです。名目のビットタイムのタイムクアンタム(時間量)の合計数は８と２５TQの間に

プログラムされなくてはなりません。 図３４-３７がタイムクアンタム（FTQ）がどのようにシステムクロックから得られるか、そして異

なったタイムセグメントが同じくどのようにプログラされるか示します。 

図３４-３７：CAN™ビットタイミング 



 

３４.１０.１ ビットセグメント 
それぞれのビット伝送時間が４つのタイムセグメントから成り立ちます： 

• 同期化セグメント － このタイムセグメントはCANバスで接続された異なったノードを同期させます。 ビットエッジがこのセ

グメント中であることを予想されます。 CANプロトコルに基づいて、同期化セグメントは１つのタイムカンタム(時間量)であると

考えられます。 

• 伝搬セグメント －このタイムセグメントはバスラインのためにあるいは種々のトランシーバーのために起こってもよい遅延がそ

のバスで接続したどんな時間でも補償します。 

• フェーズセグメント１ －このタイムセグメントはエッジでフェーズシフトのために発生してもよいエラーを補償します。 このタイ

ムセグメントはフェーズシフトもための補償するように再同期化の間に長くされることができる。 

• フェーズセグメント２ －このタイムセグメントがエッジでフェーズシフトのために発生してもよいエラーを補償します。 タイムセ

グメントはフェーズを補償するために再同期化の間に短くされることができます。フェーズセグメント２タイムはいずれかプログラ

マブルであるために構成されるかフェーズセグメント１タイムによって指定されることができます。 
 
３４.１０.２ サンプルポイント 
サンプルポイントはサンプルが取得される、そしてバスステートがリードされて、そして解釈されるCANビットタイムにおけるポイン

トです。 それはフェーズセグメント１とフェーズセグメント２の間に位置しています。CANのボーレートコンフィギュレーションレジ

スタ（CiCFG <１４>）でサンプルCANバスライン（SAM）ビットによって構成されるように、CANバスは１度、あるいは３度サンプ

ルポイントでサンプルされることができます。 

• もしCiCFG ＜SAM ＞＝１であるなら、CANバスはサンプルポイントで３回サンプルされます。 ３つのサンプルの最も普通

のものはビット値を決定します。 



 
 
 
詳細はホームページ http://www5b.biglobe.ne.jp/~tekhanzo/ 

                      をご確認ください。 
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